
☐

☐

☑

☑ 環境

☑

☐

☐

☑

☐

＜パートナーシップ＞

☐

☐

☑

☑

☑

☐

☐

☑

☐

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境
事業環境の改善：クリーンエネルギーを増やしま
す→電気自動車の追加導入をした

社有車のクリーンエネ
ルギー力比率30％

２０２３年度　社有車
のクリーンエネルギー
力比率　３０％

社会

経済

環境 働きやすい環境づくり：多様な働き方が可能な環
境を整備します
→採用や労働時間等の実績はクリア出来ている
が一般事業主行動計画の策定、実行ができず取
得に至らなかった

えるぼし認定またはく
るみん認定取得

取得に至らず社会

経済

環境 生産性の向上：現状を改善しながら新しいものを
取り入れ、技術の向上と効率化を図ります
→生産性は格段に向上したが、それ以上に社員の
増加と物価上昇を考慮した賃上げにより未達成
となった

生産性（付加価値額
（売上高－外部購入価
値）/人件費）2.4以上

1.8社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

災害等の応急対策に関し、緊急時の点検・調査・測量・UAV撮影等が必要になった場合、敏速に実施し、
災害等の拡大防止と施設被害の早期復旧に資すること目的とし、九州地方整備局各出先機関と災害協
定を締結している。

環境
生産性の向上：現状を改善しながら新しいものを取り入
れ、技術の向上と効率化を図ります

生産性（付加価値額（売上高－外部
購入価値）/人件費）２０２３年度１．８
→2026年度２．４

社会

経済

働きやすい環境づくり：多様な働き方が可能な環境を整
備します

えるぼし認定またはくるみん認定

2023年度 未取得　→2026年度

取得

社会

経済

環境

事業環境の改善：クリーンエネルギーを確保します
社有車のクリーンエネルギー力比率
2023年度30％→　2026年度
30％を維持します

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社ワコー

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

まちづくりと人づくりを通じて、持続可能な環境と社会を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


